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る
当
サ
ー
ビ
ス
は
今
年
１
１
月
時
点

で
利
用
件
数
が
１
６
万
件
に
ま
で
伸

長
し
ま
し
た
。当
サ
ー
ビ
ス
を
採
用
す

る
金
融
機
関
が
全
国
に
拡
大
し
た
こ

と
や
、決
算
書
の
提
出
を
紙
か
ら
電
子

へ
切
り
替
え
よ
う
と
す
る
中
小
企
業

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り

ま
す
。Ｔ
Ｋ
Ｃ
九
州
会
で
は
今
後
も
当

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
普
及
で
、Ｔ
Ｋ

Ｃ
全
国
会
会
員
、金
融
機
関
と
共
に
中

小
企
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

―
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
経
営
者

か
ら
は
ど
ん
な
反
応
が
あ
り
ま
す
か
。

　

山
之
内　
「
金
融
機
関
に
決
算
書
を

提
出
す
る
際
、コ
ピ
ー
や
郵
送
の
手
間

が
な
く
な
る
」「
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
決
算

書
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
で
融
資

審
査
が
早
ま
る
」「
信
頼
性
の
高
い
決

算
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
金
融
機
関

か
ら
の
評
価
が
高
ま
っ
た
」な
ど
の
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
１
０
月
か
ら
提
供
す

Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
と
の
さ
ら
な
る
連
携
を

望
む
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

―
３
大
運
動
方
針
に
は「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」の
推
進

も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
之
内　

こ
れ
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会

会
員
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
が
毎

月
の
巡
回
監
査
と
月
次
決
算
を
実
施

し
た
う
え
で
作
成
し
た
月
次
試
算
表
、

年
度
決
算
書
な
ど
の
財
務
情
報
を
関

与
先
企
業
の
経
営
者
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
い
て
電
子
申
告
と
同
時
に
金
融

機
関
に
開
示
す
る
無
償
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

関
与
先
企
業
の
事
務
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
ほ
か
、信
頼
性
の
高
い
決
算
書

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供
に
よ
り
、金
融

機
関
か
ら
の
関
与
先
企
業
に
対
す
る

信
頼
性
が
向
上
し
、関
係
強
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。全
国
の
金
融
機
関

の
９
割
を
超
え
る
４
２
０
金
融
機
関

で
導
入
さ
れ
、そ
の
中
に
２
７
の
保
証

協
会
も
含
ま
れ
ま
す
。福
岡
で
は
１
０

金
融
機
関
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
当
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
企

業
向
け
に
「
金
利
優
遇
」「
短
期
継
続

融
資
の
提
供
」「
経
営
者
保
証
の
免
除
」

な
ど
、独
自
の
商
品
を
開
発
す
る
金
融

機
関
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

山
之
内　

我
々
は
「
巡
回
監
査
」

を
実
践
す
る
こ
と
で
信
頼
性
の
高
い

決
算
書
の
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
決
算
書
の
信
頼
性
は
①
中
小
会

計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
②
税
理
士

法
第
３
３
条
の
２
に
基
づ
く
添
付
書

面
③
記
帳
適
時
性
証
明
書
の
３
つ
に

よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
書
面
添
付
制
度
は
、
税
理
士

ま
た
は
税
理
士
法
人
が
税
理
士
法
第

３
３
条
の
２
に
基
づ
き
、
税
務
申
告

書
の
作
成
に
関
し
て
計
算
や
整
理
、相

談
に
応
じ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
申
告
書
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。間
接
的
手
段

で
は
あ
り
ま
す
が
、中
小
企
業
の
決
算

書
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
唯
一
の
法

的
根
拠
を
も
っ
た
制
度
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
金
融
機
関
か
ら「
決
算

書
の
信
頼
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
」

と
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

１
０
月
も
書
面
添
付
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
福
岡

国
税
局
、福
岡
財
務
支
局
、福
岡
県
信

用
保
証
協
会
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、

福
岡
銀
行
、飯
塚
信
用
金
庫
な
ど
か
ら

１
８
人
、Ｔ
Ｋ
Ｃ
九
州
会
の
税
理
士
３

３
人
に
参
加
い
た
だ
き
、金
融
機
関
と

　

―
就
任
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
之
内　

昨
年
の
総
会
で
前
会
長

か
ら
指
名
を
受
け
て
い
ま
し
た
の
で

心
の
準
備
は
し
て
い
ま
し
た
。ま
だ
就

任
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、こ
れ
か
ら

徐
々
に
大
変
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

―
九
州
会
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

山
之
内　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
と
同
様

に
、中
小
企
業
の
適
正
申
告
と
経
営
改

善
の
実
現
を
支
援
す
る
た
め
、①
顧
問

先
の
月
次
決
算
を
迅
速・適
正
に
支
援

す
る
た
め
の
月
次
巡
回
監
査
の
実
践

②
中
小
企
業
の
経
営
改
善
と
経
営
承

継
の
支
援
③
税
務
申
告
時
に
お
け
る

税
理
士
法
第
３
３
条
の
２
に
基
づ
く

書
面
添
付
④
国
税
と
地
方
税
の
電
子

申
告
の
実
践
、こ
れ
ら
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

―
会
員
数
に
つ
い
て
。

　

山
之
内　

全
国
で
約

１
万
１
４
０
０
人
、
う

ち
九
州
会
は
１
０
１
６

人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
九
州
の
登

録
税
理
士
の
約
１
０
％

で
す
の
で
、
増
加
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

１
年
で
３
８
人
増
え
ま
し
た
。

　

―
入
会
さ
れ
る
主
な
理
由
は
。

　

山
之
内　

情
報
の
発
信
力
が
一
番

で
し
ょ
う
ね
。最
近
は
税
務
が
煩
雑
に

な
っ
て
い
る
の
で
、税
制
改
正
へ
の
対

応
が
早
い
こ
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、九
州
会
は

研
修
に
注
力
し
、会
員
に
は
年
間
５
４

時
間
受
け
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
研
修
を
実
施

し
、開
催
頻
度
は
他
の
地
域
会
よ
り
多

い
と
思
い
ま
す
し
、研
修
の
充
実
を
理

由
に
入
会
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

―
最
近
の
中
小
企
業
の
経
営
動
向

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

山
之
内　

国
税
庁
が
今
年
１
０
月

に
発
表
し
た「
法
人
税
等
の
申
告
事
績

の
概
要
」
に
よ
る
と
、平
成
３
０
事
務

年
度
に
お
け
る
全
法
人
の
黒
字
申
告

割
合
は
３
４・７
％
で
、
前
年
度
に
比

べ
０・５
ポ
イ
ン
ト
増
と
８
年
連
続
で

黒
字
申
告
割
合
が
増
え
て
い
る
も
の

の
、依
然
と
し
て
国
内
法
人
の
７
割
が

赤
字
の
状
況
で
す
。

　

―
会
計
事
務
所
へ
の
ニ
ー
ズ
は
昔

と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

　

山
之
内　

戦
後
３
０
年
は
国
内
の

中
小
企
業
の
約
７
割
が
黒
字
申
告
で

し
た
。１
９
５
０
年
か
ら
７
０
年
代
半

ば
ま
で
は
節
税
対
策
が
多
く
、
青
色

申
告
制
度
に
基
づ
き
会
計
帳
簿
の「
記

帳
代
行
」を
す
る
こ
と
が
役
立
ち
ま
し

た
。
し
か
し
、９
０
年
代
に
赤
字
申
告

割
合
が
７
割
に
な
る
と「
黒
字
決
算
の

実
現
支
援
」
や
「
適
正
な
税
務
申
告
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、近
年
で
は
低
価
格
な
ク
ラ
ウ

ド
会
計
ソ
フ
ト
の
普
及
に
伴
い
、中
小

企
業
は
自
ら
会
計
記
帳
が
で
き
る
環

境
に
あ
る
の
で
、会
計
事
務
所
は
記
帳

代
行
を
す
る
だ
け
で
は「
中
小
企
業
の

支
援
」の
観
点
か
ら
は
期
待
に
応
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
も

踏
ま
え
、我
々
は
中
小
企
業
が
会
計
事

務
所
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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東
証
一
部
上
場
で
会
計
事
務
所
や
税
理
士
事
務
所
な
ど
に
情
報
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）。
そ
の
会
員
で
構
成
す
る

地
域
会
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
九
州
会
」（
福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
）
の
会
長
に
、
７
月

１
日
付
で
山
之
内
浩
明
副
会
長
（
税
理
士
法
人
れ
い
め
い 

代
表
社
員
）
が

就
任
し
た
。
２
０
２
１
年
の
全
国
会
創
設
５
０
周
年
に
向
け
、
税
理
士
の

４
大
業
務
（
税
務
、
会
計
、
保
証
、
経
営
助
言
）
や
新
運
動
方
針
の
実
践

を
図
る
山
之
内
会
長
に
抱
負
を
聞
い
た
。               　
（
取
材
／
広
田
晃
平
）

Ｔ
Ｋ
Ｃ
九
州
会　

山
之
内
浩
明 

会
長

山
やまのうち

之内 浩
ひろあき

明　会長
鹿児島市出身。1961年12月6日生まれの
57歳。鹿児島県立甲南高校-日本大学商学
部卒。税理士の父の影響でこの業界へ。90
年12月税理士登録。93年12月TKC入会。
2017年7月から同会副会長。05年7月か
ら税理士法人れいめい（鹿児島市）の代表
も務める。趣味はゴルフ、読書

金
融
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、中
小
企
業
の
経
営
を
支
援

　

―
ご
趣
味
は
。

　

山
之
内　

読
書
と
ゴ
ル
フ
で
す
。読

書
は
時
間
が
あ
れ
ば
書
店
に
立
ち

寄
っ
て
面
白
そ
う
な
も
の
を
何
冊
か

購
入
し
、移
動
中
の
新
幹
線
で
読
み
ま

す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

―
改
め
て
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
之
内　
「
会
計
で
会
社
を
強
く
す

る
」
の
合
言
葉
の
も
と
、巡
回
監
査
を

実
践
し
、正
し
い
会
計
帳
簿
を
利
用
す

る
こ
と
で
税
務
、
会
計
、
保
証
、
経

営
助
言
の
４
つ
の
分
野
か
ら
中
小
企

業
の
存
続
、発
展
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。今
後
も
企
業
経
営
者
の
ビ
ジ
ネ
ス

ド
ク
タ
ー
と
し
て
日
々
研
さ
ん
に
励

み
ま
す
。

　

―
福
岡
、鹿
児
島
間
の
移
動
に
は
慣

れ
ま
し
た
か
。

　

山
之
内　

普
段
は
鹿
児
島
市
内
で

税
理
士
法
人
を
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、や
は
り
福
岡
に
足
を
運
ぶ
回
数
は

増
え
ま
し
た
。自
宅
も
鹿
児
島
市
内
に

あ
り
、九
州
会
の
会
合
が
午
前
１
０
時

か
ら
始
ま
る
日
は
７
時
半
に
家
を
出

て
、新
幹
線
を
利
用
し
て
９
時
過
ぎ
に

博
多
に
着
い
て
い
ま
す
。

　

―
会
務
以
外
で
福
岡
に
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　

山
之
内　

実
は
お
酒
を
あ
ま
り
飲

ま
な
い
の
で
夜
に
福
岡
で
ゆ
っ
く
り

す
る
こ
と
も
ほ
ぼ
な
く
今
日
も
夕
方

４
時
に
は
帰
り
ま
す
（
笑
い
）。

 　

鹿
児
島
市
在
住
、
移
動
は
新
幹
線
で

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方

式
の
書
面
添
付
の
推
進
」に
つ
い
て
メ

　

―
２
０
２
１
年
の
全
国
会
創
設
５

０
周
年
に
向
け
た
３
大
運
動
方
針
の

 　
「
書
面
添
付
」
で
決
算
書
の
信
頼
性
を
高
め
る


